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医科点数表の解釈 平成30年4月版 

Web追補 No.8（平成31年１月号） 

  ● 以下の告示・通知により，本書の内容に変更が生じましたので，ここに追補します。 

   ○ 平成30年12月11日 厚生労働省告示第410号（平成30年12月12日適用） 

   ○ 平成30年12月13日 厚生労働省告示第414号（平成30年12月14日適用） 

   ○ 平成30年12月28日 厚生労働省告示第432号（平成31年１月１日適用） 

○ 平成30年12月28日 保医発1228第１号（平成31年１月１日適用） 

○ 平成30年12月28日 保医発1228第２号 

  ● Web 追補のバックナンバーは，当社ウェブサイト上の『診療報酬関連情報ナビ』からご覧いただけます。

本追補と併せてご利用ください。（http://www.shaho.co.jp/shaho/2018_sinryo/index.html） 

 

頁 欄 行 変更前 変更後 

43 ― 下から１行目 〔次行に次のように追加〕 

平成30年12月28日  厚生労働省告示第432号（平成31年１月１日から適用） 

512 〔Ｄ006-3Major BCR-ABL1の「２」mRNA定量（１以外のもの）及びＤ006-5染色体検査の「注」の分染法加算

の所定点数を合算した点数（1,597点）を準用する項目として追加〕 

◇ 膀胱がん関連遺伝子検査 

 ア 膀胱がん関連遺伝子検査は，Ｄ006-3Major BCR-ABL1の「２」mRNA定量（１以外のもの）及びＤ006-5

染色体検査の「注」に規定する分染法加算の所定点数を合算した点数を準用して算定する。 

 イ 本検査は，膀胱がんの患者であって，上皮内癌（ＣＩＳ）と診断され，Ｋ803膀胱悪性腫瘍手術の「６」

経尿道的手術を実施された患者に対して，ＦＩＳＨ法により，再発の診断補助を目的として測定した場

合に，経尿道的手術後２年を限度として２回に限り算定できる。ただし，同時に膀胱鏡により，膀胱が

ん再発の所見が認められないことを確認した患者に対して実施した場合に限る。 

 ウ 本検査を実施した場合には，膀胱がんの患者であって，上皮内癌（ＣＩＳ）と診断された病理所見，

Ｋ803膀胱悪性腫瘍手術の「６」経尿道的手術の実施日及び本検査を過去に算定している場合にはその

算定日について，診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

 エ 本検査と同時にＮ004細胞診の「２」穿刺吸引細胞診，体腔洗浄等によるものを実施した場合は，主

たるもののみ算定する。 □留  

（平30.12.28 保医発 1228 1） 

549 〔Ｄ014自己抗体検査の「注１」の本区分の９から15まで，18及び30に掲げる検査を「２項目行った場合」

の所定点数（320点）を準用する項目として追加〕 

◇ 遊離メタネフリン・遊離ノルメタネフリン分画 

 ア 遊離メタネフリン・遊離ノルメタネフリン分画は，Ｄ014自己抗体検査の「注１」に規定する本区分

の９から15まで，18及び30に掲げる検査を「２項目行った場合」の所定点数に準じて算定する。 

 イ 本検査は，褐色細胞腫の鑑別診断を行った場合に１回に限り算定できる。 

 ウ 本検査とＤ008内分泌学的検査の「41」メタネフリン，同区分「43」メタネフリン・ノルメタネフリ

ン分画又は同区分「46」ノルメタネフリンを併せて実施した場合は，主たるもののみ算定する。 

 エ 本検査を実施するに当たっては，関連学会が定める指針に基づく褐色細胞腫を疑う医学的理由につい

て診療録に記載する。 □留  

（平30.12.28 保医発 1228 1） 

1131 ― 上から１行目 第４章 経過措置 第４章 経過措置等 

 第１部 経過措置 

1132 〔「第４章」に「第２部」として次のように追加〕 

第２部 算定制限 

 第１章の規定にかかわらず，区分番

号Ａ000に掲げる初診料の注７（妊婦に

対して初診を行った場合に限る。），注

10及び注11，区分番号Ａ001に掲げる再

診料の注５（妊婦に対して再診を行っ

た場合に限る。），注15及び注16並びに

区分番号Ａ002に掲げる外来診療料の

注８（妊婦に対して再診を行った場合

に限る。），注10及び注11に規定する加

◇ 診療報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59号）

別表第一医科診療報酬点数表第１章Ａ000初診料の「注７」

（妊婦に対して初診を行った場合に限る。），「注10」及び「注

11」，Ａ001再診料の「注５」（妊婦に対して再診を行った場

合に限る。），「注15」及び「注16」並びにＡ002外来診療料

の「注８」（妊婦に対して再診を行った場合に限る。），「注

10」及び「注11」に規定する加算については，平成31年１

月１日から別に厚生労働大臣が定める日（現時点では定め

られていない。）までは算定できない。なお，当該加算の算
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頁 欄 行 変更前 変更後 

算は，別に厚生労働大臣が定める日か

ら算定できるものとする。 

定については，平成30年12月31日まで，なお従前の例によ

る。 （平30.12.28 保医発 1228 2） 
 

1396 ― 上から５行目 （最終改正；平成30年11月30日 厚生労働

省告示第405号） 

 
〔黄色網かけはWeb追補No.7等にて改正済み〕 

（最終改正；平成30年12月13日 厚生労働省告

示第414号） 

1399 ― 上から25行目 〔次行に追加〕 三 厚生労働大臣の定める先進医療及び患者

申出療養並びに施設基準第４項各号に掲げ

る患者申出療養に係る薬物を使用する場合 

1400 ― 上から20行目 ，スージャヌ配合錠，オデフシィ配合錠，

ジェミーナ配合錠（１回の投薬量が30日分

以内である場合に限る。），トラディアンス

配合錠ＡＰ，トラディアンス配合錠ＢＰ，

メトアナ配合錠ＨＤ及びメトアナ配合錠

ＬＤ 

 
〔黄色網かけはWeb追補No.7等にて改正済み〕 

，スージャヌ配合錠，オデフシィ配合錠，ジェ

ミーナ配合錠（１回の投薬量が30日分以内であ

る場合に限る。），トラディアンス配合錠ＡＰ，

トラディアンス配合錠ＢＰ，メトアナ配合錠Ｈ

Ｄ，メトアナ配合錠ＬＤ及びジャルカ配合錠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Twitter では医療図書のご案内や追補などの

情報提供，その他審議会などの情報をお知らせ

します。どうぞご利用ください。 

『医科点数表の解釈』編集部 
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https://twitter.com/ika_kaishaku 


